
公益社団法人 日本ホッケー協会

成果報告書

令和3年度「スポーツ産業の成長促進事業(中央競技団体の

経営力強化推進事業(戦略的普及・マーケティングの実施))」
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Overview 本事業の背景

ホッケー競技の歴史は古く、1908年にオリンピックの公式競技に採用されて以降、発祥の地であ
るイギリスをはじめとしたヨーロッパ各国、アジアではインドやパキスタン、アフリカ諸国、オーストラリア
などで広く人気を集める競技。日本でも、1906年以降、100年以上に亘り各地でプレーされてお
り、1932年のロサンゼルス五輪では、日本の団体競技で史上初のメダル(銀)を獲得。日本のオリ
ンピックやスポーツ振興の歴史において黎明期から重要な役割を果たしてきた

国内における普及は、国体の開催地によるレガシーとしての取り組みが中心となってきたが、日本
代表チームは、女子についてはアテネ五輪4回連続で出場し奮闘するも、男子については1968
年のメキシコシティー五輪を最後に長く出場の機会を得られていない状況であった。世界ではプロ
リーグが存在したり、大きなスタジアムが満員になるほど人気のある競技ではあるが、日本では競技
力の低迷により競技人口や知名度の面で他のスポーツに大きく劣後している

このような状況下、一時期は代表チームの遠征や強化合宿に選手が多額の自己負担を強いら
れるまでに財務状況は悪化したことから、日本ホッケー協会（以下、JHA）は、2016年のリオ五
輪後、ガバナンスの大幅な刷新を柱とした大胆な改革に着手。外部からの理事を招聘し、会長
以下の経営体制を大幅に刷新するとともに、長期で良質なスポンサー契約の獲得による財政基
盤拡充、代表チームへの外国人監督の公募による採用、外部経営人材を中心とした事務局体
制のレベルアップに取り組んできた。これらの新しい施策は徐々に結果を出し始め、2018年の第
18回アジア競技大会においては史上初の男女での優勝を成し遂げ、東京2020大会に男女代
表チームが共にアジア・チャンピオンとして出場した

JHAとしては次のステップとして、2019年度初頭から、如何にホッケーを「する」「みる」「ささえる」
人々を増やし長く支持されるか、という課題に対する取り組みを開始した。具体的には、協会とし
ての理念・ビジョン・スローガンの再定義を行い、2030年という長期を見据えた上での事業計画で
ある「Japan Hockey Road to 2030」を策定した

このJapan Hockey Road to 2030は、これまでの強化事業や競技大会の開催といった伝統
的なNFの事業に加えて、組織改革・多くのステークホルダーとのコミュニケーション・財源確保・社
会貢献・東京2020レガシーの創出を事業の軸に加えて、全体のバランスを大きく変更するもので
ある。また、日本のホッケー界の共通目標として2030年にホッケーワールドカップを日本に招致開
催することを掲げ、東京2020開催のタイミングをきっかけに、組織全体として大きく飛躍をする準
備が整いつつある。尚、本件については、令和2年度スポーツ産業の成長促進事業「中央競技
団体の経営力強化推進事業(普及・マーケティング戦略の策定促進)の成果報告でも記載がな
されている(別添、「中央競技団体における普及・マーケティング戦略策定・実行に関する事例調
査レポート」をご参照)

加えて、NFが有する大きな社会的影響力を強く認識し、各種の公的支援を受けていることに対
する社会や人々に対しする適切な説明責任を果たすことを求められる公共性の高い団体であるこ
とを強く意識していることから、著名競技者や特定の人物に依拠しない、極めて民主的な組織づく
りを目指し、実行している

Japan Hockey Road to 2030を策定するプロセスで、JHAとしては、改めて日本のホッケーに
は極めて大きな可能性があることを確信した。他方で、実行に移すに際しての最大かつ喫緊の課
題は、計画を実行する人材やチームの組成であると考えている。ホッケー界内部の既存組織の活
用に加え、次世代リーダーの発掘・育成と、外部専門家による知恵の導入がJapan Hockey
Road to 2030の成功のカギを握ると認識している

その中でも鍵を握るデータベースの構築・運用を通じたホッケーファミリーの拡大、及び、それを活用
したマーケティング活動などについては、これまでは相当限られた経営資源を強化事業最優先で
配賦せざるを得ない状況にあり、普及・マーケティングなどへ割くことができる余力は無いに等しい状
況であった。今般の委託事業を通じて、外部専門人材・チームの活用、各重点領域の計画を進
めるベースとなるデータベースの構築に取り組むことができ、社会共創型を展望した新たな戦略的
普及・マーケティングモデルの構築が進んだことは、JHAにとって非常に大きなステップとなった
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Japan Hockey Road to 2030は日本ホッケー協会として今後

10年の活動の基盤となる中長期戦略である。2030年WC招致・

開催を柱としたJapan Hockey Road to 2030プロジェクトを着

実に実行していくために、これまでは協会の経営資源をなかなか投下

しきれていなかった戦略的なマーケティング・普及事業に本腰を入れ、

ホッケーを「する」人のみならず、「みる」人や「ささえる」人の拡大に

取り組むことを目的とする。

現在Japan Hockey Road to 2030では以下の9つの重点領域

ごとに施策を検討し推進している。

この中でも複数の重点領域(③コミュニケーション、⑤財源、⑥普及)

に横断的に関わってくる必要不可欠な次の2つの柱となる事業を実

施した。

a) Hockey Familyデータベース構築

b) パートナーパッケージの見直し・新規価値創出

Purpose 本事業の趣旨・目的
Purpose3

⑧
東京2020
レガシー

⑨ 2030WC
招致・
開催

①強化
育成

②組織

⑦
社会貢献

③コミュ
ニケー
ション

④事業⑥普及

⑤財源

重点領域
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【背景】

前述の通り、JHAとしては次のステップとして、2019年度初頭から、

如何にホッケーを「する」「みる」「ささえる」人々を増やし長く支持される

か、という課題に対する取り組みを開始した。実施に際しては、まず

「する」「みる」「ささえる」Hockey Familyを一元管理するデータ

ベースが存在していないことが課題として挙げられた。

従い、データベースを構築することで、Hockey Familyに対するマー

ケティング活動を含むエンゲージメント活動の活性化、そして更にその

先にはパートナー企業とのデータベースを活用した新たな価値創造が

展望できると考えた。

【趣旨・目的】

ホッケーの「する・みる・ささえる」人々を一元管理するデータベースを構

築し、更にそれを活用しながら、JHAの理念やビジョンの浸透を図るた

めのホッケーファミリーに対するマーケティング活動の実施、そして更には

パートナー活動の報告・活動関与ができるツールとして応用し、パート

ナーへの新しい価値創出を実施し、新たな財政基盤の拡充を行う

ツールとして活用・運用していく。

a) Hockey Familyデータベース構築

Ov
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vi
ew

4



Purpose5

【背景】

東京2020大会の開催が決まった後、スポーツに対する関心の高まり

からJHAのスポンサーも増加した。その多くがオリンピック終了後と共に

契約更新時期を迎えることとなるが、このコロナ禍で多くのスポンサー企

業(ターゲット含む)もより一層とビジネス価値に直結するスポンサーシッ

プを求めてくることが予想された。

これまでのJHAのパートナーは代表チームの活動に協賛してもらうと

いう「スポンサー」の位置づけが強かったが、真の「パートナー」として共

に有益な関係性構築を行いお互いにとってメリットのある「共創パート

ナー」として更なる付加価値を創出することで、中長期的な関係性を

築き財源基盤を盤石なものへとする必要があると考えた。

【趣旨・目的】

既存パートナー及び新規パートナーに対して、よりビジネス的付加価

値を与えることのできる、協賛型ではなく共創型パートナーシップへの

見直し及び実行支援を行い、中長期的な財源基盤を盤石なものに

していく。

特に既存パートナーへのニーズの見直しを行い、新たな価値創造をで

きる提案をしてくことで、長期契約＋一件当たりの増額を図ることを目

指す。また、新規パートナーについては、まずJHA事業の中でサポー

ト・支援して頂きたい点について明確化し、それに対してどのようにパー

トナーを獲得していくかという逆算を行うことで必ずしも大型のパート

ナー契約ではなく、事業レベル、大会レベル、地域レベルなど新たな

パートナーシップの形を創出することで、パートナーと共に支え、全国に

おけるHockey Familyの拡充を図ることを企図している。

b) パートナーパッケージの見直し・新規価値創出
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なお、前述の通り、本事業は上記重点領域の③コミュニケーション、⑤

財源、⑥普及に横断的に係わっている。

次のページではこれらの2事業とJapan Road to 2030の該当する

重点領域との関連性について示した。
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# 重点領域 目的

3 コミュニケーション
JHA100周年をきっかけにブランディングキャンペーンを行うことで、
更なるHockey Familyの拡充を図る

5 財源 JHAとしての自立運営可能な自主財源基盤の構築

6 普及 全国におけるHockey Familyの拡充
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Purpose7

【本事業の位置づけ概要図】

ご支援いただいた2つの事業とJapan Road to 2030(JHA中長期戦略)

の中でも本事業と横断的に関わる重点領域との関連性について示した。



【内容・実施時期】

• 本事業のデータベース構築では従来の競技者(する)のみの登録

体制を見直し、Hockey Family(する・みる・ささえる)全体の

データベースを構築することで、これらを活用しマーケティング活動

を行うだけではなく、ファミリーを繋げるプラットフォームとして生涯

ホッケーに関与するツールとして活用していきたいと考えている

• このことから、データベースを構築することで【ハード面】(＝システム

構築)及び【ソフト面】(＝マーケティングなどを通じた活用)の2つに

大きく分けて事業を進めて行く

a) Hockey Familyデータベース構築
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su

lt
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Execution Plan & Result 
事業実施計画・実施方法及び

成果報告

【ハード面】
•データベースの構築・運用
（DNP社のスポーツ情報
管理サービスを応用）

【ソフト面】
•マーケティングでの活用
•コミュニティ形成（交流）
•グッズ・チケットなど物販促進

活用

• Hockey Familyやパートナー企業に対してJHAの価値向上
• Hockey Family人口の拡大→生涯ホッケーに関与していく

ツール（プラットフォーム）としての活用
• グッズ・チケット販売などを通じた収入拡大

Hockey Family データベース
対象：「する」「みる」「ささえる」
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Execution Plan & Result
※なお、データベースはDNP社のスポーツ情報管理サービスをベースとし、

ホッケー用に改良を加えたものとする

• 令和3～4年度まではハード面を中心に実施していくが、令和4年度後

半以降はソフト面により注力して実施していくことを想定している

R3 R4 R5 R6

ハード面 基本機能の構築
• データベース構

築
• 既存の競技者

データベースの
データ移行

運用・機能追加
• 安定運用・改善
• 機能追加
• 「みる」「ささえる」人へのデータ

ベース拡大

機能の更なる拡充
• E-learningや指

導者などを繋げ
るプラット
フォームへの機
能拡充

ソフト面 プランニング
• マーケティング

活動の枠組み策
定

• デジタルマーケ
ティングの専門
人材（外部人
材）の採用

登録者数拡大＋マーケティング活動の実施及び活用を通じた価
値向上
• データベースに「みる」「ささえる」人の登録を促し、

Hockey Familyの数拡大を行う
• 登録者数を増やすと同時に、マーケティング活動を活性化

（下記は例）することで会員だけではなくパートナー企業
に対してJHAの価値を向上させる
• 情報発信：パートナー企業の活動報告など会員限定コ

ンテンツ配信
• 情報交換：チーム・個人同士の情報交換の場としての

活用、指導者募集（マッチング）、メンバー募集、交
流会・大会・イベントの実施及び参加者募集

• ビジネス活用：グッズ販促、パートナー企業のB2C活
動のサポート（会員限定セール等）

• なお、価値を向上させることでパートナー企業への価値向
上・支援拡大を狙うだけではなく、将来的に登録費用の見
直しなど行うだけの価値を提供することで、収益の拡大も
視野に入れて活動を実施する



【実施主体】

【事業の成功を高めるための工夫】

• これらを実施する上でデジタルマーケティングやパートナーに関する

KPIなどを設置し定期的にトラックすることで、PDCAを回しながら

実施していく

• ステークホルダーと円滑なコミュニケーションを図ると共に、データベー

ス活用という大きなプロジェクトの確実に遂行する

• 令和5年以降は特に地域の人材を確実に巻き込んでいき、全国

におけるホッケーファミリーの拡大を狙う

【令和3年度 成果報告】

戦略的マーケティングのベースとなる新登録システム(We are hockey 

family)の構築を大日本印刷(株)のスポーツ情報管理サービスを元に、

今後どのようにデータベースを活用していきたいかといったディスカッション

を重ねた上で、当協会仕様に構築した。3月24日に無事に納品・検

収され、4月5日より本格稼働が開始されることとなった

令和4年度年初からは、新登録システムによるチームおよび競技役員

データの管理が始まることに加え、無料会員(競技者以外の「みる」「さ

さえる」を構成するファン、保護者、ボランティアなど)の登録プラットフォー

ムへと機能拡張するために、テスト運用を進められる環境が整った
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R3 R4 R5 R6

ハード面 • JHA, 大日本印刷(株) JHA (DNPはサポート）

ソフト面 • JHA（デジタルマーケティング人材含む）
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Execution Plan & Result

●定量評価項目

令和2年度は多くの大会が中止になったことから一時的に登録チーム数や

登録競技者数が減少していたと考えられる。令和3年度の数字が今後の

基礎になるものと考えている

●定性評価

定性評価については、令和3年度をデータベースの基礎としていることから、

評価は次年度以降行う

スポーツ庁によるNF経営力強化推進事業での知見集作成のための協力

も実施した

測定指標 令和2年度 令和3年度 増減

登録競技者数 559チーム

8,586人

591チーム

10,272人

＋32チーム

＋1,686人

競技者以外

データベース

登録者数

0人 0人 （競技者以外の登録シス

テムはR4年度以降に運

用予定のため）

登録料収入 約2,500万円（チーム登

録料2,060万円＋競技

役員登録料440万円）

約2,700万円（チーム登

録料2,300万円＋競技

役員登録料400万円）

＋約200万円



【内容・実施時期】

• 本事業は《既存パートナー》及び《新規パートナー》へよりビジネ

ス的付加価値を与えることのできる、協賛型ではなく共創型パー

トナーシップへの見直し及び実行支援を行い、中長期的な財源

基盤を盤石なものにしていくことを目的としている。そのため、既存

と新規パートナーとそれぞれに分けて実行する

《既存パートナー》

• 既存パートナーは全て日本代表スポンサーである。しかし代

表協賛以外にも価値を見出して頂き、共にホッケーの価値

を使ってお互いを高める関係となる「共創パートナー」になっ

ていただきたいと考える。そのためにはまずは企業戦略など

のニーズに沿ったニーズの見直しを行い、それをベースに新た

なご提案をしていきたい

• また、各社と話し合いの場を設け共に創り上げていくために

も、積極的に接点を増やしていきたい

b)パートナーパッケージの見直し・新規価値創出
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R3～R4 R5～

既存
      

ニーズの見直し
• 企業理念、企業戦略など総

合的に各パートナー事に検
討

• 検討後、パートナー企業に
とってホッケーをどう活用
できるかと検討し、新たな
パートナーシップのご提案
を行う

• ご提案を行う際、アクティ
ベーションの設計も一緒に
検討

エンゲージメントの向上
• R3~4年度で築いた「共創

型」のパートナーシップ
をより強固なものにする
ために、定期的にパート
ナーミーティングを実施

• これらのミーティングを
定期的（四半期に一度程
度）行うことで、新たな
ニーズの把握やそれに
沿ったご提案をできると
考えている
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《新規パートナー》

• 新規パートナーは既存スポンサー同様に日本代表の協賛パー

トナーになっていただくことも可能だが、企業などによっては協賛

費用がネックになる場合や、事業展開している地域が限定的

であったり、日本代表の協賛になることが最適でない企業もい

る。そのため、地域限定パートナーや大会パートナー、JHAの

特定の事業パートナーなど様々な新しい形のパートナーシップ

をオファーしていきたい

• そのためにはまずJHA内部のニーズを把握し、どこにパートナー

が必要かということを検討し、パートナーシップの見直し・構築を

行い、その上で新規パートナーシップの獲得を行いたい

(例)JHA内部のニーズ＝国際プレゼンスの向上を行うための語学能力・

コミュニケーション能力の向上

• 国際審判の人数を増やすだけでなく、活動を積極的に行うこと

でJHAの国際プレゼンスの向上に寄与をしたい。しかし英語で

のプレゼン能力・コミュニケーションを行うことがネックとなっている。

また、日本国内の選手たちにも積極的に海外に出てプレーす

ることで競技力の向上を図りたいが、言語能力に限りがある。

そのため、国際プレゼンスの強化を図るにあたってのコミュニケー

ション能力向上支援がニーズとして挙げられる

• ターゲットとなる新規パートナー：オンラインにて英語教育・コ

ミュニケーションを展開している企業

R3 R4（前半） R4（後半）～

新規
    
  

（
既
存
パ
ー
ト
ナ
ー
に
注
力
）

JHA内部のニー
ズの把握
• JHA内部の

ニーズの把
握し、どの
事業・大
会・地域で
パートナー
の必要性が
あるのかに
ついてパー
トナープラ
ンの設計

新規パートナーシップの獲得
• 各パートナー候補に沿った提案資料

の作成
• R4年度前半で明らかになったニーズ

とそれに沿って作成したパートナー
プランを元にターゲット企業を明ら
かにし、アプローチする

• 特定の地域を中心とした活動パート
ナーを得る場合、地域におけるワー
クショップなどを実施し、地域全体
としてホッケーに取り組む施策など
を実施



【実施主体】

• 本事業ではJHAを中心に実施する

• JHAに加え、スポーツマーケティングの戦略に精通した人材、

デジタルマーケティングのスペシャリストやワークショップのファ

シリテーションを行う人材など、外部人材を登用した上で実

行していく

【事業の成功を高めるための工夫】

• 既存・新規パートナー共に定期的なパートナーミーティング(個別)

を実施し、パートナーシップに対するフィードバックを定期的に頂くだ

けではなく、企業のニーズを把握し、その都度共に創り上げていけ

るご提案をブレインストーミングなどを通じ見出していく

• また、各企業と共通認識のKPIを設置し、それに対するパフォーマ

ンスについても定期的に見直す機会を積極的に設ける

• その他、“小さな”パートナー企業などもアクティベーションを行える

ような方法をJHAとして提供し、Hockey Familyとの接点を積

極的に作る機会を設ける(例：大会時におけるJHAパートナース

ペースとして「ホッケーファミリーマルシェ」などを実施し、気軽にパー

トナー企業とホッケーファミリーが交流できる場を設置する(＝社交

場の提供))

【令和3年度 成果報告】

《既存パートナーとの取り組み》

• 令和3年度は東京2020オリンピックが開催された年ということもあ

り、長期契約の最終年度となる最大のスポンサーであるSOMPO

ジャパンを始めとして、多くのパートナー契約の見直しがあった。

パートナー企業はオリンピックが終了したこと、そして、東京2020

オリンピックにおいて代表チームが好ましい成績を残せなかったこと

から、当初、更新に対して消極的な姿勢を見せていた。
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• SOMPOジャパンについては、従前の契約では日本代表スポンサーと

いう位置づけであったが、グループ全体として目指す姿を日本代表

チーム以外のホッケー協会の活動に対してもご協賛をして頂くことで、

一緒に具現化してくことをしていきたいという議論を実施し、お互い

のニーズのすり合わせを行った上で、次の点について合意した

• 上記のポイントを踏まえた上で、「日本代表スポンサー」から「共創

パートナー」へと発展させた形で、3年間の長期契約とすることに加え、

更新後の契約において従前からの支援金額を確保することに成功

• また、特にアンダーカテゴリーなど若年層への支援を広げていきたいとの

ことだったため、中長期でスポーツ少年団、中学校、高校の全国大

会の大会における冠スポンサーとなる方向で調整を開始している

〇契約更改のポイント(SOMPO側のニーズ)

• 全社的な広報関連コスト削減を行っている環境下

ではあるものの、引き続き2024年パリオリンピックを

目指してホッケー日本代表を支援する

• 従前は、「ホッケー日本代表スポンサー」であったが、

今後は代表のみならず、より広範囲でホッケー競技

を支援するという意味で、当協会全体の「オフィシャ

ルパートナー」という位置づけにする

• 特に、若年層の活動支援と、地域活性化のための

戦略事業としてホッケーを活用する

SOMPOジャパンの新聞広告



《新規パートナーとの取り組み》

• 東京2020オリンピックでホッケーの会場が品川区内とされたことを

契機に、品川区とJHA・東京都ホッケー協会は、7年間にわたって

相互連携の下、ホッケー教室や区立の全小学校・中学校・義務

教育学校での体験教室の実施、地域イベントでの体験会などを

通じて競技の普及・啓発を推進してきた。また、東京2020オリン

ピック本番では、地域が一丸となった応援が展開されるなど、ホッ

ケーを通じたまちづくりは世代を問わないコミュニティーづくりへと発展

を遂げた

• このような背景を受け、東京2020オリンピックをきっかけに関係性

を築いていた品川区と、ホッケーを通じて長期的な相互協力を行

い、地域の活性化とスポーツの発展に寄与することを目指し、

2022年3月に「オフィシャル社会共創パートナー協定」締結をした

• この協定を持って、令和4年度も、東京2020大会のレガシー施

設となる大井ホッケー競技場を中心に、国内・国際大会の連携や

地域のおもてなし事業を計画している
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●定量評価項目

《デジタルマーケティングのスペシャリストの採用》

• 本年度は何名か候補者との面談を実施した。その上で最終的な候

補者との間で仕様書の範囲を決め、来年度に向けてすぐ動けるよう

な体制を整えることができた

• なお本来であれば求人サイトの活用を想定していただが、まずは協会

内のネットワークを活用し推薦された候補者に面談を実施した

測定指標 令和2年度 令和3年度 増減

パートナー継続率 100% 89％ △11％
新規獲得数 １件 1件

協賛金総額 1.3億円
1.3億円

(横這い)
パートナー・チーム

オーナー企業内で

の認知度

NA NA NA
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《市場調査の実施》

• 一般に対するホッケーの認知度や興味度、また今後実施してい

きたい施策に対する興味度などを測るための市場調査をマクロミ

ル社のパネルを活用し、全国2500名程度に対し市場調査を

実施した。この結果を分析の上、結果を来年度以降のパート

ナーアクティベーション企画に反映していく

• なお当初、クエスタント(サーベイツール)を使用しパートナー企業

内での認知度や施策に対する興味度などを測ることを想定して

いたが、本年度はパートナーの契約更新などが難航したこともあ

り、実施までには至らなかった。来年度以降積極的に実施してく

予定となっている

HOCKEY  
SURVEY  
REPORT

令和3年度

1

2

調査概要
令和 3年度 全国ホッケーサーベイ

本レポートは日本ホッケー協会で様々な取組を実施する上で指標となる

データを明らかにすることを目的にした調査です。

本調査の結果から得られる包括的かつ専門的なインサイトは、

J a p a n  H o c key  Ro a d  t o  2 0 3 0（中長期戦略）を実施するにおける

戦略構築や計画立案に役立てられます。

【調査概要】

サンプル数：2 , 6 2 1サンプル

調査時期：2 0 2 2年0 3月2 2日（火） ～ 2 0 1 9年0 3月24日（木）

調査方法：インターネットウェブ定量調査

調査対象：全国 1 8歳～6 9歳の男女

【注意】

本調査は調査回収時に、人口統計に合わせて、性別・年代を割付。

数値は小数点第2位以下を四捨五入して表示しているため、

合計値が一致しない場合があります。
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日本代表の名称認知度
ホッケーの経験・興味度は低かったものの、日本代表名称である 「 さ く らジャパン 」 「サムライジャパン 」の名称の認知度は全体の中では比較的高かった
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Q9. 次の日本代表の愛称を知っていますか。以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

67.2% 65.5% 35.8% 30.6% 29.8% 24.5% 17.5% 13.8% 13.5% 13.2% 11.4% 7.5% 6.5% 6.4% 6.0% 3.9% 3.6% 3.4% 3.3% 3.0% 2.6% 2.3% 1.9% 1.8% 1.5% 1.4% 1.4% 1.2% 1.1% 0.8%

13

ホッケーのイメージ①
スピード感のある、力強い、ダイナミ ッ クななどが上位 3イメージとして挙げられた。あまりおしゃれな、誠実な、将来性のあるというイ メージがないため、意外性を狙ったマーケティ

ングを行うのであればその点を訴求するとよい。しかしホッケー経験者のイメージは多少異なることも明らかになっているため、ターゲット次第で訴求店を変えるべきである

Q15. ホッケー(フィールドホッケー・陸上ホッケー)と聞いて連想するイメージは次のうちどれですか。以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

Rank
全体

(n=2,621)
男性

(n=1,322)
女性

(n=1,299)
ホッケー現役競技者

(n=12)

現在は行っていないが
ホッケー経験あり・

(n=23)

現地でホッケー
観戦経験有
(n=30)

今後ホッケーを現地で
観戦したい
(n=116)

1 スピード感のある スピード感のある スピード感のある ダイナミックな 楽しそう ダイナミックな スピード感のある

2 力強い 力強い 力強い リズム感のある スピード感のある スピード感のある ダイナミックな

3 ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな 活気のある 活気のある 活気のある 力強い

4 活気のある 活気のある 活気のある 国際的な ダイナミックな ワクワクする 活気のある

5 国際的な 国際的な 国際的な スピード感のある ワクワクする 力強い 国際的な

6 楽しそう 楽しそう 楽しそう ワクワクする 美しい 国際的な ワクワクする

7 ワクワクする リズム感のある ワクワクする 仲の良い 親しみやすい 楽しそう 楽しそう

8 リズム感のある ワクワクする リズム感のある 美しい 仲の良い 誠実な 美しい

9 仲の良い 仲の良い 仲の良い 力強い 力強い 親しみやすい 親しみやすい

10 美しい 美しい 親しみやすい 楽しそう おしゃれな リズム感のある リズム感のある

11 親しみやすい おしゃれな 将来性のある 誠実な リズム感のある おしゃれな おしゃれな

12 おしゃれな 親しみやすい 誠実な おしゃれな 国際的な 美しい 将来性のある

13 誠実な 誠実な 美しい 親しみやすい 将来性のある 仲の良い 仲の良い

14 将来性のある 将来性のある おしゃれな 将来性のある 誠実な 将来性のある 誠実な

性別 ホッケー競技経験有り ホッケー観戦経験有り・意向有り

14

ホッケーのイメージ②
年齢別に分析をしたが、特に年齢でイメージは大きく異ならなかった

Q14. 今まで足を運んだスポーツの試合会場で面白かった取り組みはありますか。

Rank 18-20歳 21-24歳 25-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60歳以上

1 スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある スピード感のある

2 力強い 力強い 力強い 力強い 力強い 力強い ダイナミックな

3 ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな ダイナミックな 力強い

4 活気のある 活気のある 楽しそう 活気のある 活気のある 活気のある 活気のある

5 国際的な 国際的な 活気のある 国際的な 国際的な 国際的な 国際的な

6 楽しそう 楽しそう ワクワクする 楽しそう 楽しそう リズム感のある リズム感のある

7 ワクワクする 仲の良い 国際的な ワクワクする リズム感のある 楽しそう 美しい

8 仲の良い リズム感のある 仲の良い リズム感のある ワクワクする ワクワクする 楽しそう

9 リズム感のある 美しい リズム感のある 美しい おしゃれな 親しみやすい 親しみやすい

10 誠実な 誠実な 誠実な 仲の良い 仲の良い 将来性のある 将来性のある

11 将来性のある おしゃれな 親しみやすい 将来性のある 将来性のある 仲の良い ワクワクする

12 美しい ワクワクする おしゃれな 親しみやすい 誠実な おしゃれな おしゃれな

13 親しみやすい 親しみやすい 美しい おしゃれな 親しみやすい 誠実な 仲の良い

14 おしゃれな 将来性のある 将来性のある 誠実な 美しい 美しい 誠実な

年齢

東京オリンピックをきっかけに興味を持ったスポーツ
東京オリンピ ックをきっかけに興味持ったスポーツの上位には、メダルを取るなど選手の活躍が目立った種目が多い。特に上位にあげられた競技については民放・ N H Kなどテレビ

にて放映されていたスポーツ、もし くは特集が組まれていたスポーツが多く見られたこ とから、露出度も関連していると思われる
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Q8. 東京オリンピックをきっかけに興味を持った夏季スポーツはありますか？以下の中であてはまるものをいくつでもお答えください。

9.2% 7.4% 5.5% 5.4% 5.4% 5.1% 5% 4.9% 4.8% 4.7% 4.6% 4.5% 4.3% 4% 3.8% 3.3% 3.1% 3.1% 2.8% 2.7% 2.6% 2.5% 2.4% 2.4% 2.4% 2.3% 2.2% 2.1% 2.1% 1.9% 1.9% 1.5% 1.4% 1.3% 1.2% 1.2% 1.1% 1.1% 1% 1% 0.9% 0.8% 0.8% 0.7% 0.6%
60.9

%

75%が男性と女性より
も男性ファンを獲得

27

ファンクラブ加入状況及び価格②
特典が多いものにいては適正価格が 6 , 0 0 0円以上とする人も 2 0 ~ 2 9 %おり、パッケージ次第では適正な価格を設定するこ とで加入者が見込めることが明らかになった

Q20. 下記のファンクラブの特典に関するシナリオについてご覧の上、下記についてご回答ください。これらのファンクラブ特典のシナリオにおいて、好きなスポーツ・チームの場合、いくらの年会費なら払いたいと思いますか。

注釈：*適正価格は加重平均により算出。計算上「<1000円」は500円、「25000円＋」は30000円とした

スポーツファンクラブシナリオ別適正価格
（n=2,621; %)

20.6

12.0

8.0

11.4

3.7

15.7

2.8

2.4

2.7

0.4

12.1

3.6

2.4

0.9

1.5

4000円

3000円

<1000円

2000円

1000円

7000円

5000円

6000円

8000円

9000円

10000円

15000円

20000円

25000円

25000+円

特典 シナリオ① シナリオ② シナリオ③ シナリオ④ シナリオ⑤
レプリカユニフォーム ✓
オリジナルＴシャツ ✓ ✓ ✓
スポーツタオル ✓ ✓ ✓
ペアチケット招待券 ✓ ✓
ホームゲームチケット先行発売 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
会場バックヤードツアー参加権 ✓
サイン会・写真会参加権 ✓ ✓
ファン感謝デー招待 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓
メールマガジン配信 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

20.2

12.0

14.7

12.9

10.3

9.7

2.7

3.6

6.0

0.6

4.0

2.2

0.4

0.3

0.3

20.9

16.4

18.8

18.2

8.0

9.4

3.0

2.1

1.4

0.2

1.1

0.3

0.3

0.0

0.0

23.0

21.9

21.6

18.3

6.7

5.5

0.9

0.6

0.8

0.3

0.2

0.3

0.0

0.0

0.0

33.6

26.7

19.2

12.6

3.5

2.5

0.5

0.5

0.3

0.2

0.3

0.3

0.0

0.0

0.0

29% 20%

6
0

0
0
円
以
上

5,214円 3,881円 2,779円 2,274円 1,793円適正価格*

スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動
スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動として、健康促進、子供の体力・運動能力の向上が T O P  2 と して挙げられた。昨今よくスポーツ界の話題として挙がるジェンダー平

等・ L G BT Q +課題については、取り組むべきとする人が一番少なく、一般的に関心が低いことがうかがえる

35

Q23. 世の中には様々な社会課題が挙げられますが、下記のうち、アスリートや競技団体はどのような社会課題に率先して取り組むべきだと思いますか。また、選んだ中でも上位3つの課題はどれですか。※項目2は項目1で選択されたもののみが表示さ
れますので、項目1は必ず3つ以上選択してください。
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生涯スポーツ 障がい理解健康促進 メンタルヘルス

スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動
(n=2,621;%)

子どもの体力・運
動能力の向上

貧富の格差国際交流 暴力問題 ジェンダー平等・
LGBTQ+課題

特にない

年代によって意識が異なる
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Project Execution Schedule
事業の実施日程

実施時期

事業項目

Hockey Familyデータベース構築
パートナーパッケージの見直し・

新規価値創出

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

10/25：ハンドボール協会との情報交

換(JSOS)

10/25：操作説明会(Web)

10/27：SpoLive(SOMPOアクティ

ベーション)打ち合わせ(Web)

10/29：品川区打ち合わせ(区役所)

11月

11/9：打ち合わせ(JSOS)

11/19：打ち合わせ(JSOS)

11/30：打ち合わせ(Web)

11/11：品川区打ち合わせ(区役所)

11/22：品川区打ち合わせ(区役所)

11/24：品川観光協会→品川区打ち

合わせ(区役所)

11/24～28：全日本選手権大会に

てSOMPOアクティベーション(岡山)

12月
12/14：動作確認(JSOS)

12/17：打ち合わせ(Web)

12/3：SpoLive打ち合わせ(JSOS)

12/6：品川区打ち合わせ(区役所)

12/8：SOMPO打ち合わせ(SOMPO

本社)

12/21：品川区打ち合わせ(Web)

1月
1/12：打ち合わせ(JSOS)

1/24：打ち合わせ(Web)

1/6：内部打ち合わせ(八丁堀)

1/7：SOMPO打ち合わせ(Web)

1/21：品川区打ち合わせ(区役所)

2月

2/4：打ち合わせ(Web)

2/11：技術委員会説明会(Web)

2/15:打ち合わせ(Web)

2/28：打ち合わせ(Web)

2/16：内部会議(自由が丘)

2/22：内部会議(JSOS)

2/27：内部会議(大井町)

3月

3/4：打ち合わせ(JSOS)

3/9：打ち合わせ(JSOS)

3/15：打ち合わせ(JSOS)

3/16：都道府県協会説明会(Web)

3/22：打ち合わせ(JSOS)

3/24：最終動作確認(Web)

3/28：打ち合わせ(Web)

3/9：JHA・品川区・東京都ホッケー協

会との社会共創パートナー契約の締結

3/16：打ち合わせ(JSOS)

3/30：内部打ち合わせ(Web)
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Execution Plan & Result
Responsible person and 
administrative staff
責任者及び事務担当者

氏名 職名 連絡先(TEL番号、FAX番号、メールアドレス)

(責任者)

中村 康夫
専務理事

TEL：03-6812-9200

FAX：03-6812-9210

E-Mail：nakamura@japan-hockey.org

(事務担当者)

坂本 幼樹
事務局長

TEL：03-6812-9200

FAX：03-6812-9210

E-Mail：sakamoto@japan-hockey.org
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Appendix 付録

以降、下記の成果についてAppendixとして記載する

• 「We are HOCKEY FAMILY!」データベース説明資料
• Hockey Survey Report サマリー
• 品川区・JHA・THAによる「オフィシャル社会共創パートナー協定」

締結に関するプレスリリース資料
• デジタルマーケティング 副業・兼業人材 仕様書



Ⓒ2021 Dai Nippon Print ing Co. , Ltd . Al l Rights Reserved.

新登録システム
「We are HOCKEY FAMILY!」
ご説明資料

大日本印刷株式会社
2022年3月16日
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１）「We are HOCKEY FAMILY!」とは

２）管理機能ご説明
①管理者について
②ログイン
③団体管理者メニュー
④会員検索/会員詳細
⑤チーム検索/チーム詳細
⑥支払検索/支払詳細

３）会員機能一部ご紹介

４）今後の利用予定機能

ご説明内容



１）「We are HOCKEY FAMILY!」とは

3



管理（協会関係者） 会員（ユーザ）
4

「We are HOCKEY FAMILY!」とは

会員管理

大会管理

団体管理

資格管理

デジタル会員証

マイページ

会費支払い

大会申込

決済

資格申込

コールセンター

サービス企画

インバウンド

プッシュ通知協会発展企画

業務

機能

■凡例

協会
会員DB

ファンDB

■協会関係者、会員とのハブになり各サービスをご提供する新登録システム

協会会員

ファン層

チーム・
学校部活

各都道府県
協会

日本協会

関係者
-カメラマン
-旅行会者etc

メール配信

権限管理

支払い管理

「We are HOCKEY FAMILY!」



会員（ユーザ）管理（協会関係者）
5

会員管理

大会管理

団体管理

資格管理

デジタル会員証

マイページ

会費支払い

大会申込

決済

資格申込

コールセンター

サービス企画

インバウンド

プッシュ通知協会発展企画

業務

機能

■凡例

協会
会員DB

ファンDB

協会会員

ファン層

チーム・
学校部活

「We are HOCKEY FAMILY!」

各都道府県
協会

日本協会

関係者
-カメラマン
-旅行会者etc

メール配信

権限管理

支払い管理

各都道府県協会様は管理側の
機能をご利用いただけます。

■協会関係者、会員とのハブになり各サービスをご提供する新登録システム

「We are HOCKEY FAMILY!」とは
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管理（協会関係者）ページ

■協会関係者が会員の登録情報、会費のお支払い状況などを確認、イベントなどを管理するページ
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会員（ユーザ）ページ

■会員自身の情報登録、編集、イベントエントリー、それらの情報を管理、閲覧するページ
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会員（ユーザ）ページ

・ログインID

・パスワード

※会員自身が自己管理することになります。

■会員自身の情報登録、編集、イベントエントリー、それらの情報を管理、閲覧するページ
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２）管理機能ご説明
①管理者について
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管理者登録/管理者権限の考え方

テナント管理者
日本ホッケー協会
システム管理者

団体管理者
（個人情報有）

各団体へ団体管理者（個人情報有）を１ID付与

エリアブロックA
システム管理者

都道府県協会A
システム管理者

団体管理者
（個人情報無）

各団体の
各ユーザへ
ID発行

◼ 日本協会、エリアブロック協会、都道府県協会に付与される管理者権限です。
⚫ テナント管理者：全ての団体（ブロック、都道府県）の会員情報閲覧可能
⚫ 団体管理者（個人情報有）：管理する団体の会員のみの情報閲覧が可能
⚫ 団体管理者（個人情報無）：管理する団体の情報の閲覧が可能。個人情報閲覧不可

◼ 管理者IDの管理は各団体でお願いいたします。

管理者ID運用イメージ

エリアブロックB
システム管理者

都道府県協会B
システム管理者

各団体の各ユーザへID発行
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ワンタイムパスワード

◼ 団体管理者（個人情報有）が個人情報に関連するデータを閲覧する際、
セキュリティの観点からワンタイムパスワード認証が必要となります。
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２）管理機能ご説明
②ログイン
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ログイン①

◼ 日本ホッケー協会様より、各協会様のシステム管理者様のメールアドレス宛に
下記のような管理者の“仮登録完了メール”が届きます。
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ログイン②

◼ URLをクリックし管理者の本登録画面へお進み下さい。

クリック
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ログイン③

◼ 管理者登録画面にて、現在のパスワード確認、新しいパスワード設定をお願いします。

入力

入力

入力

クリック
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ログイン④

◼ 管理者の登録が完了します。
[ログインへ]ボタンをクリックしてログイン画面に移ります。

クリック
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ログイン⑤

◼ 設定した管理者ID、パスワードを入力し、
[ログイン]ボタンをクリックすると、管理画面へのログイン完了です。

入力

クリック

入力
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２）管理機能ご説明
③団体管理者メニュー
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団体管理者メニュー① -TOPページ-

未
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団体管理者メニュー②

未

◼ 赤枠内が、団体管理者のメニューになります。
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団体管理者メニュー③

未

◼ 団体管理者のメニューの一覧は次の通り。

「会員・会費」：会員検索や会員登録情報確認などができます。

「団体チーム」：団体やチームの検索、その中に属する会員情報の確認等ができます。

「支払売上」：会員費やイベント・大会費用の会員の支払い状態を確認できます。

「資格」：資格の登録、登録した資格の一覧を確認できます。

「イベント」：イベント・大会等の検索、また、イベント・大会、その中のプログラム、そのグループの登録・

設定ができます。また、プログラムの参加者の確認などもできます。

「コミュニケーション」：会員、チームに向けたお知らせ情報の設定、配信メールの確認ができます。

「問い合わせ」：ユーザからの問い合わせを検索、内容の確認ができます。

「管理者」：管理サイトの管理者の検索・登録ができます。

「システム」：「管理サイト内で実行したタスクの検索ができます。
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団体管理者メニュー④

未

◼ 団体管理者にご利用いただく機能は主に以下になります。

「会員・会費」：会員検索や会員登録情報確認などができます。

「団体チーム」：団体やチームの検索、その中に属する会員情報の確認等ができます。

「支払売上」：会員費やイベント・大会費用の会員の支払い状態を確認できます。

「資格」：資格の登録、登録した資格の一覧を確認できます。

「イベント」：イベント・大会等の検索、また、イベント・大会、その中のプログラム、そのグループの登録・

設定ができます。また、プログラムの参加者の確認などもできます。

「コミュニケーション」：会員、チームに向けたお知らせ情報の設定、配信メールの確認ができます。

「問い合わせ」：ユーザからの問い合わせを検索、内容の確認ができます。

「管理者」：管理サイトの管理者の検索・登録ができます。

「システム」：「管理サイト内で実行したタスクの検索ができます。
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２）管理機能ご説明
④会員検索/会員詳細
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会員検索/会員詳細①

◼ 会員・会費＞会員検索 をクリックします。

クリック
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会員検索/会員詳細②

◼ 検索したい条件を入力します。
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会員検索/会員詳細③

◼ 検索したい条件を入力します。例）一般男子、一般男子（チーム）

選択

選択
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会員検索/会員詳細④

◼ 検索結果が表示されますので、情報を確認したい協会IDをクリックしてください。

クリック
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会員検索/会員詳細④

◼ 会員詳細画面に遷移し、会員詳細の確認ができます。
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２）管理機能ご説明
⑤チーム検索/チーム詳細
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チーム検索/チーム情報確認①

◼ 団体チーム＞チーム検索 をクリックします。

クリック
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チーム検索/チーム情報確認②

◼ 検索したい条件を入力します。
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チーム検索/チーム情報確認③

◼ 検索したい条件を入力します。 例）一般女子、2021年度

選択

選択
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チーム検索/チーム情報確認④

◼ チーム検索結果が表示されます。
参照したいチームのチームIDをクリックしてチーム詳細画面に移ります。

クリック
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チーム検索/チーム情報確認⑤

◼ チーム基本情報、所属情報、チーム参加者等の確認ができます。
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２）管理機能ご説明
⑥支払検索/支払詳細
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支払検索/支払詳細確認①

◼ 支払売上＞支払検索 をクリックします。

クリック
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支払検索/支払詳細確認②

◼ 検索したい条件を入力します。
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支払検索/支払詳細確認③

◼ 支払検索結果が表示されます。
参照したい支払いのオーダーIDをクリックして支払詳細画面に移ります。

クリック
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支払検索/支払詳細確認④

◼ 支払いの細目、支払方法、金額等が確認できます。
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３）会員機能一部ご紹介
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会員登録

新規登録を選択→ 規約に合意→ メールアドレス登録→ 会員情報入力→ 登録完了

◼ ログインIDはメールアドレスになります。
◼ 会員登録後、固有の会員IDを発行いたします。 ※現在のメンバーIDから、新たなIDへの変更となります。

◼ 会員情報の修正は自身で行ってください。
◼ スマートフォン、PCから、ネットワーク環境があれば登録可能です。
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チーム参加者登録、チーム参加リクエスト

◼ チーム管理者が会員を検索し、チームに参加させることができます。
◼ 会員がチームへの参加申請を行い、チーム管理者が承認するとチームに参加できます。

■チーム管理者
チーム管理者から登録申請（会員検索方法は３種類）

会員からチーム参加リクエスト

❶セイメイ（フリガナ）×生年月日 ❷会員ID×会員生年月日

❸姓名×携帯番号
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年度登録料 お支払い

◼ チーム管理者がチーム参加者の団体所属区分を選択し、代行して年度登録料をお支払いいただきます。
◼ クレジットカード/コンビニ支払いのご選択が可能です。
◼ 会員個人によるお支払いも可能です。
※お支払い時には手数料（システム利用料）を別途頂戴いたします。

会費支払いはこちら→ 所属区分選択→ 支払い方メンバー選択→ 支払い方法選択→ 団体所属区分 登録

支払い単価 1~2,000円 2,001~10,000円 10,001円~

手数料(システム利用料) 180円 290円 4.9%
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デジタル会員証

◼ PC、スマートフォン画面に表示される会員証です。
◼ 所属チーム、所属団体、保有資格等が表示されます。
◼ 会員IDのQRコードも表示可能で、イベントの入退管理等にご利用可能です。

デジタル会員証 QRコード（会員ID）
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４）今後の利用予定機能
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イベント設計/エントリー

管理：イベント設計 会員：エントリー
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イベント結果登録/確認

管理：イベント結果登録 会員：イベント結果確認



48

イベント画像登録/確認

管理：イベント画像登録 会員：イベント画像確認
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大日本印刷株式会社

お問い合わせ・ご相談は下記へどうぞ

大日本印刷株式会社
ABセンターICT開発本部 第1ユニット第2部
高岡 雄仁
Mail:takaoka-y@mail.dnp.co.jp
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調査概要
令和 3年度 全国ホッケーサーベイ

本レポートは日本ホッケー協会で様々な取組を実施する上で指標となる

データを明らかにすることを目的にした調査です。

本調査の結果から得られる包括的かつ専門的なインサイトは、

J a p a n  Ho c ke y  Ro a d  t o  2 0 3 0（中長期戦略）を実施するにおける

戦略構築や計画立案に役立てられます。

【調査概要】

サンプル数：2 , 6 2 1サンプル

調査時期：2 0 2 2年0 3月2 2日（火） ～ 2 0 1 9年0 3月2 4日（木）

調査方法：インターネットウェブ定量調査

調査対象：全国 1 8歳～6 9歳の男女

【注意】

本調査は調査回収時に、人口統計に合わせて、性別・年代を割付。

数値は小数点第2位以下を四捨五入して表示しているため、

合計値が一致しない場合があります。



調査サマリー:日本ホッケー協会への示唆①

4

①スポーツ経験・参加・興味について

• ホッケー経験者、そして子供にホッケーを習って欲しいと思う人はごく少数であり、今後競技人口を増やしていくためには子供のスポーツ参加障壁となっている「金銭的な
余裕がない」・「興味を持ってくれない」など協会として対策ができる点に取り組むべきである。（例：競技用具の貸し出し、体験会の実施など）

• また、ホッケーのファンである、もしくは東京オリンピックをきっかけに興味を持った人も1%以下と限定的だったため、まず興味を持ってもらうためにはテレビやニュースで話題に
なるような話題作りが必須となる

②ホッケー：認知度＆イメージについて

• ホッケー日本代表の名称は他競技と比較しても認知度は低くないことから、選手個人の認知度が低いのは選手個人としての露出が低いことが要因として考えられる。その
ため今後は日本代表ブランドだけではなく個人として認知を上げていくことも念頭に広報プランを検討することも考えられる

• ホッケー経験者や観戦経験者のホッケーに対するイメージは、世間一般のイメージと異なるため、一度足を運んでもらえさえすればホッケーに対する考えが変わる可能性
が高いことが示唆される

• 意外性を狙ったキャンペーンなどを行う場合は、下位にランクされた「おしゃれな」などのイメージを訴求するとより効果的

③観戦経験、試合の取り組みについて

• ホッケーの観戦経験は低く、観戦意向も興味ないとした人が76%と高かった

• そのためにも足を運んでみたくなるような試合会場での取り組みを行うことで、興味喚起を行う必要がある。そのためにはただイベントを行うだけではなく、ルール説明を
行ったり競技体験を行うことで初めての人でもわかり楽しんでもらう工夫が必要である

• また、付加価値をつけるためにもホスピタリティパッケージの導入も今後検討してもいいと思うが、まずは試合会場に足を運んでもらう・テレビで観戦してもらう点に注力
することが最優先である



調査サマリー:日本ホッケー協会への示唆②
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④ファンクラブ・グッズについて

• 一定数ファンクラブに加入している人がいることから、特典と適正価格のバランスを観ながらファンクラブの開設を検討してもいい

• グッズは性別によって購入意向の高いジャンルが異なることから、グッズ販売を行う試合会場にて予想される来場者の特性を観ながら、どのグッズをどのイベントで販売する
のかというマーチャンダイジング戦略を検討する余地あり

⑤メディア利用について

• スポーツ関連情報の情報源としてテレビ・インターネットニュースが高く、これらでの露出を意識しながら広報活動を戦略的に実施していくべき

• 特に使用頻度が高いテレビでの露出を今後増やしていくことで、最も人の目に触れる機会を創出することが好ましい。その中でも民放テレビでの中継が最も好ましい

• LINEとインターネットニュースのデイリーユーザーが多いため、LINE NEWSやLINEの公式チャンネルなどを開設し情報を配信することで、ホッケーとの接点を増やす

• しかしこれらを実施する上でターゲットの年齢別メディア使用特性を考慮したうえで行うことが大切

⑥社会貢献・ボランティア活動について

• スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動としては健康促進、子供の体力・運動能力の向上、メンタルヘルスがTOP3として挙げられた

• ジェンダー平等・LGBTQ+課題についてはさほど他と比較し重要視されていないが、10代でのジェンダー平等・LGBTQ+課題意識は高い

• 過去のボランティア参加が40%弱とボランティア文化が日本に根付いていない。しかし参加意欲は60%程度あるため、興味を持ってくれそうなボランティア（ジャンル・
役割）があるということを伝えて、頻度も無理ない範囲でと参加を促すことが好ましい

• スポーツ大会にて募集をする際には具体的なイメージを持たせる、そして参加したい・役立つことができるんだとわかるようにするために具体的なボランティアの役割を明示
の上希望を取ることが参加増加につながる可能性がある
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調査結果サマリー①スポーツ経験・参加・興味

スポーツ経験・障壁

• ホッケー経験者：0.5%

• ホッケーに行ったことはないが、体験・行ってみたい：6.4%（うち男性71%）

スポーツ参加の障壁 TOP3

1. 体力がない(42%)

2. 時間がない(40%)

3. 金銭的余裕がない(36%)

子供のスポーツ参加

習って欲しい競技TOP3

1. サッカー(15%)

2. 競泳(15%)

3. 野球(12%)

【参考】ホッケー(0.5%)

参加障壁TOP3

1. 金銭的な余裕がない(25%)

2. 学業との両立が難しい(24%)

3. 興味を持ってくれない(22%)

子供にホッケーを習って欲しいという親は少ない。子供の参加障壁として金銭的な
余裕がないなど親の都合が障壁になっていることが挙げられる

好きなスポーツ（スポーツファン）

行ったことないスポーツでファンになった
スポーツTOP3

1. 特にない(51%)

2. フィギュアスケート(14%)

3. 野球(14%)

【参考】ホッケー(0.9%) 

ファンになったきっかけTOP3

1. テレビやニュースで話題になっていたから(46%)

2. 魅力的な選手がいたから(37%)

3. スポーツ・チームに魅力を感じた(29%)

まず興味を持ってもらうためには、
テレビやニュースで話題になるような話題作りが必須

東京オリンピックをきっかけに興味を持ったスポーツ

1. 特にない(61%)

2. スケートボード(9%)

3. 卓球(7%)

【参考】ホッケー(0.8%)

女性が特に体力がないことを
障壁にあげていた。

年収が高い人のほうが時間が
ないことを障壁としていた

メダルをとった競技、
特に新しい競技に興味
を持つ人が多かったが、
総じて東京オリンピックが
きっかけになった人は

40%以下だった
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調査結果サマリー②ホッケー：認知度＆イメージ

選手認知度

個人競技（平均47.0%）

1. 錦織 圭（テニス）(92.6%)

2. 水谷 隼（卓球）(85.1%)

3. 伊藤 美誠（卓球）(80.3%)

団体競技（平均25.4%）

1. 田中 将大（野球）(85.2%)

2. 八村 塁（バスケットボール）(79.6%)

3. 坂本 勇人（野球）(67.3%)

• 永井 友理(3.4%)
• 田中 健太(3.2%)
• 吉川 貴史(3.2%)
• 及川 栞(3.0%)

ホッケーのイメージ

→ホッケー経験者・ホッケー観戦経験有

TOP 3、BOTTOM 3は男女・年代別に見ても
一貫していた。しかしホッケー経験者やホッケー

競技観戦経験のある人は多少傾向が異なっており、
実際見るとイメージが変わってくることがわかる

日本代表の名称認知度

TOP3 & ホッケー日本代表

1. なでしこジャパン (サッカー日本女子代

表)(67%)

2. 侍ジャパン (野球日本代表) (66%)

3. SAMURAI BLUE (サッカー男子日本代表) 

(36%)

9. さくらジャパン (14%)

10.サムライジャパン (13%)

選手の認知度は個人競技のほうが固有名称で使われており
総じて高い。団体競技の選手は比較すると個人での

認知度は劣る。その中でもホッケーの個人選手の認知度は
最下位と広く知られていないことが明らかとなった

個人での認知度は落ちるものの、
「さくらジャパン」「サムライジャパン」の名称は

比較的知られている

TOP 3

1. スピード感のある

2. 力強い

3. ダイナミックな

BOTTOM 3

1. おしゃれな

2. 誠実な

3. 将来性のある

ホッケー
現役競技者

現在は行っていないが
ホッケー経験あり・

現地でホッケー
観戦経験有

ダイナミックな 楽しそう ダイナミックな

リズム感のある スピード感のある スピード感のある

活気のある 活気のある 活気のある

...

...



8

調査結果サマリー③観戦経験、試合の取り組み

スポーツ観戦

観戦経験

1. ホッケーを現地で観戦した人は1.1%。野球(50%)とサッカー(27%)

以外はすべて10%以下であるため、スポーツ観戦自体少ない

2. 他の競技は比較的TV・ネットでの観戦/ダイジェスト映像を観た人が

多い中、ホッケーは見た人が13%（TV・ネット）と17％（ダイジェス

ト）と少ない（29競技中28位。29位はラクロス）

観戦意向

ホッケーへの関心度の低さからか現地・メディアを通じての観戦意向は低い

• 現地で観戦したい(4%, 26/29位 )

• TVやネットで観戦したい(12%, 28/29位 )

• ダイジェスト映像が観たい(13%, 28/29位 )

• 興味ない(76%, 2/29位 )

ホスピタリティパッケージの興味度

• 興味ある人は31%

• 特に年収が高いほど興味ある人が多い

興味あるホスピ取り組みTOP3

1. VIP席での観戦(62%)

2. ゲスト（元代表選手など）のトークショー(45%)

3. ホスピ会場にて試合前に飲食(43%)

まだスポーツ試合会場におけるホスピタリティの
認知度の低さからか、興味あるとした人は1/3に
留まった。今後認知が増えるにつれ興味ある人が

増える可能性がある

足を運んでみたい試合会場での取り組み

TOP3

1. ファン感謝イベント

2. ルール解説

3. 競技体験コーナー

→また、その他として地元のグルメ・キッチン

カー、限定スイーツ、ビアガーデンなど食に関

する取り組みがあれば現地に足を運んでみ

たいと言った声が多数あった

観戦経験の低さは他の競技と比べても低いが、今後の観戦意向に
ついても全体の中でも下から2番目（最下位はラクロス）と低く、

観戦したいと思わせる施策を実施する必要がある

競技を知ってもらうことが今後の関与への
第一歩となるため、会場でのルール解説
や競技体験の機会を設けることが大切

そのほかにもスポーツに興味がない人でも
楽しめるようなグルメなどスポーツ以外の
楽しみも取り入れることが好ましい

2019年ラグビーワールドカップのホスピタリティ会場
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調査結果サマリー④ファンクラブ・グッズについて

ファンクラブについて

ファンクラブ加入状況・加入意向

1. ファンクラブへの加入している人は31%、うち2/3は男性

2. 有料のファンクラブなら入りたくない人は34%

ファンクラブ適正価格

5つのファンクラブ特典シナリオをベースに適正価格を算出した

グッズ購入意向

• 男性はTOP3がTシャツ、ユニフォーム、スポーツタオル・ハンカチと衣服類の購入意向

が高い

• 女性のTOP3はスポーツタオル・ハンカチ、Tシャツ、エコバッグとなっているが、男性と比

較すると日常的に使用するようなもの（タオル、エコバッグ、ボールペン・シャーペン、ク

リアファイル、キーチェーンなど）の購入意向が高い

一定数ファンクラブに加入している人がいることから、特典と適正価格の
バランスを観ながらファンクラブの開設を検討してもいい

予想される来場者の特性を観ながら、どのグッズをどのイベントで
販売するのかというマーチャンダイジング戦略を検討する余地あり

購入したい好きなスポーツチームのグッズ TOP 3

1. スポーツタオル・
ハンカチ

2. Tシャツ 3. ユニフォーム

5,214円 3,881円 2,779円 2,274円 1,793円適正価格
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調査結果サマリー⑤メディア利用について

メディア利用について

• テレビ（地上波・BS）：使用メディア媒体として最も高く、その中でも民放

地上波が一番日常的に使用されている

• 有料放送（WOWOW, J SPORTSなど）：使用率が10%前後と低い

• 無料動画配信サービス：YouTubeが85%以上と圧倒的に使用されてお

り、民放地上波（90%）に次ぐ勢い。年代関係なく幅広く見られている

• SNS：LINE、インターネットニュース、Twitter、Instagramが使用頻度

が高かった

• その他：新聞、ラジオなどについては年配層での使用頻度が高かった

スポーツ関連情報の情報源

• 圧倒的にスポーツ関連情報の情報源としてテレビとインターネットニュースが73% & 47%と

高かった

• しかし年齢によって大きく特性が異なる

これらのメディア使用特性・頻度を考慮し、
メディア露出を増やしていくことで興味関心を拡大させる

テレビ・インターネットニュースでの露出を今後意識しながら広報活動を実施すべきだが、
年齢的特徴も考慮したうえで実施することが好ましい

TOP 3 1 2 3

18才/19才 テレビ YouTube インターネットニュース

20才～24才 テレビ Twitter インターネットニュース

25才～29才 テレビ インターネットニュース Twitter

30才～34才 テレビ インターネットニュース YouTube

35才～39才 テレビ インターネットニュース YouTube

40才～44才 テレビ インターネットニュース YouTube

45才～49才 テレビ インターネットニュース 新聞

50才～54才 テレビ インターネットニュース 新聞

55才～59才 テレビ インターネットニュース 新聞

60才以上 テレビ インターネットニュース 新聞
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調査結果サマリー⑥社会貢献・ボランティア活動

スポーツ団体が取り組むべき社会貢献活動

• ジェンダー平等・LGBTQ+課題についてはさほど
他と比較し重要視されていない

• しかし年齢別にみると、10代でのジェンダー平
等・LGBTQ+課題意識は48%と高い

• 60歳以上は全体的に社会貢献活動自体への
興味が薄いように見受けられる。しかしメンタルヘ
ルスや障がい者理解に対してだけは他の年齢層
よりも意識が高い

スポーツ大会でのボランティアについて

• スポーツ大会のボランティア参加意向は23%程度

• 年配者は役割へのこだわりは少ないが10代などでは特定の役割にて参加したい人が多い

• その中でも受付やユニフォーム配布、ごみ分別や道案内など比較的役割がわかりやすく、

スキルを求められないものをやりたいとした人が多かった

ボランティア・社会貢献活動について

参加経験
• 参加したことがない人が61%とボランティア文化が日本に根付いていないことが明らかとなった
• 参加した人の中では地域/街づくり、子供/教育に関連した参加が高かった
• スポーツに関連したボランティアは7%と相対的に高い方だった

参加きっかけ
• 自分の意思での参加が半数を超えたが、学校の授業や講習があったことがきっかけ、
友人知人に勧められたことがきっかけとした人も17-18%程度いた

今後の参加意向
• 38%が今後の参加意向はないとしたが、30%は興味関心があれば、27%は時間に
余裕があれば参加したいと状況に応じては参加の意思が観られた

• 頻度としては、無理がない程度に月2回～2か月に一回ぐらいの頻度が最も多かったが、
10代は参加意欲は高いが頻度は年数回とほかの年齢層と比較すると少ない

• 今後の活動したい内容としては地域/街づくり(34%)、子供/教育(32%)が最も高いが、
スポーツも23%と比較的高い

• 人道的な関係した活動（例：障がい者、人権、NPO/NGO支援）については
あまり参加意欲高くない

年齢別に興味関心が高い取り組みから
初めて行くことも検討

自分の意思で参加する人が
大半いるため、興味を持って
くれそうなボランティアがある

ということを伝えて、
頻度も無理ない範囲でと
参加を促すことが好ましい

49%

45%

38%

37%

33%

31%

28%

28%

27%

18%

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

暴力問題

メンタルヘルス

健康促進

貧富の格差

子どもの体力・
運動能力の向上

国際交流

生涯スポーツ

障がい理解

ジェンダー平等・
LGBTQ+課題

特にない

募集をする際には具体的な
イメージを持たせる、そして
参加したい・役立つことが

できるんだとわかるようにするために
具体的なボランティアの役割を
明示の上希望を取ることが

参加増加につながるかもしれない
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2022 年 3 月 9 日 

関係者各位 

公益社団法人日本ホッケー協会 

 

品川区、日本ホッケー協会・東京都ホッケー協会による 

「オフィシャル社会共創パートナー協定」の締結について 
 

平素は、当協会に格別なご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

この度、公益社団法人日本ホッケー協会（会⾧:中曽根 弘文）、品川区（区⾧:濱野 健）、

及び一般社団法人東京都ホッケー協会 （会⾧:和田 明仁）は、「オフィシャル社会共創パートナー

協定」を締結し、今後相互協力を実施するということで合意致しましたのでお知らせいたします。 

 

・品川区とホッケーについて 

品川区と公益社団法人日本ホッケー協会、一般社団法人東京都ホッケー協会は、東京 2020 オ 

リンピック競技大会の招致においてホッケーの会場が品川区内とされたことを契機に、これまで7年間にわた

って相互連携の下、ホッケー教室や区立の全小学校・中学校・義務教育学校での体験教室の実施、地

域イベントでの体験会などを通じて競技の普及・啓発を推進してきました。 

東京 2020 オリンピック競技大会においては地域が一丸となった応援が展開されるなど、ホッケーを通じ

たまちづくりは、世代を問わないコミュニティーづくりへと発展を遂げています。 

 

・「オフィシャル社会共創パートナー協定」について 

本協定締結により、三者はこれまでの成果を踏まえ、さらなる連携の強化と競技の普及・振興を通じて

地域が活性化することを目指します。 

 

【本件に関する取材申し込み、お問い合わせにつきましては下記までお願いいたします。】 

公益社団法人日本ホッケー協会 事務局 坂本・梅本 

〒160-0013  東京都新宿区霞ヶ丘町4番2号 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 

電話番号:03-6812-9200   FAX番号:03-6812-9210 

E-mail:sakamoto@japan-hockey.org  

E-mail:umemoto@japan-hockey.org 
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【調印式後の記念撮影】 

左から:品川区⾧ 濱野健 様、日本ホッケー協会 会⾧ 中曽根弘文、東京都ホッケー協会 会⾧ 和田

明仁（撮影のためにマスクを一時的に外しております） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【同日実施された「しながわホッケーファンゾーン実行委員会 準備会議」での記念撮影】 

（撮影のためにマスクを一時的に外しております） 

 

 

 



副業兼業人材募集仕様書 

2021/12/1 

公益社団法人 日本ホッケー協会 

 

日本ホッケー協会 デジタルマーケティングスペシャリスト人材（副業兼業）の募集 

 

1. 募集目的・背景 

日本ホッケー協会(以下、JHA)は 2019 年に 2030 年までの長期戦略（Japan Hockey Road 

to 2030）を策定し、2030年にワールドカップを誘致・開催することを大きなマイルストンと設定し、様々

な改革に取り組んでおります。これはデータベースの構築やパートナーパッケージの見直しを含むマーケティ

ングまで多岐に渡っておりますが、その中で横断的にデジタルマーケティングの運用・活用についても積極

的に行っていくとしています。今年の夏、東京オリンピックという一大イベントが開催され、JHA はそれに合

わせて国際ホッケー協会(FIH)が東京 2020 大会に向けて実施した#HockeyInvites キャンペーンの

国内でのコンテンツ展開を日本ホッケー協会（JHA）にて実施しました。しかしこの試験的に実施したデ

ジタルマーケティングの専門ではない人材での運用には限りがあり、その効果は残念ながら大変限定的な

ものとなりました。そのためこの度 Japan Hockey Road to 2030 のデジタルマーケティングを進めて行く

にあたり、Japan Hockey Road to 2030 を含めたデジタルマーケティングの戦略策定及び運用統括を

行うデジタルマーケティングの専門人材を副業・兼業にて募集することになりました。 

 

【日本ホッケー協会について】 

公益社団法人 日本ホッケー協会は、我が国におけるホッケー界を統轄し、代表する団体として、ホッケ

ー競技の普及及び振興に関する事業を行い、国民の体力の向上とスポーツ精神の涵養に寄与すること

を目的としています。2018 年アジア大会での男女アベック優勝、2021 年に開催された東京オリンピック

に男子・女子代表共に出場し、今後ホッケーの発展を行い、マイナースポーツから脱却すべく活動しており

ます。更に 2023 年には創立 100 周年を迎え、2030 年に東京オリンピックのレガシーおよび日本におけ

るホッケー発展のためにワールドカップを招致することを目標とし Japan Hockey Road to 2030 を推

進しています。 

 

【Japan Hockey Road to 2030 概要】 

❖ 背景 

JHAは2019年度初頭から、如何にホッケーを「する」「みる」「ささえる」人々（＝Hockey Family）

を増やし長く支持されるか、という課題に対する取り組みを開始した。具体的には、協会としての理

念・ビジョン・スローガンの再定義を行い、2030 年という長期を見据えた上での事業計画である

「Japan Hockey Road to 2030」を策定し、2020 年 5 月には理事会承認を得ている。 

 



この Japan Hockey Road to 2030 は、これまでの強化事業や競技大会の開催といった伝統的

なNF（競技団体）の事業に加えて、組織改革・多くのステークホルダーとのコミュニケーション・財源

確保・社会貢献・東京 2020 レガシーの創出を事業の軸に加えて、全体のバランスを大きく変更す

るものである。また、日本のホッケー界の共通目標として 2030 年にホッケーワールドカップを日本に

招致開催することを掲げ、東京 2020 開催のタイミングをきっかけに、組織全体として大きく飛躍を

する準備が整いつつある。 

 

❖ 概要 

Japan Hockey Road to 2030 は日本ホッケー協会として今後 10 年の活動の基盤となる中長

期戦略である。2030 年 WC 招致・開催を柱とした Japan Hockey Road to 2030 プロジェク

トを着実に実行していくために、これまでは協会の経営資源をなかなか投下しきれていなかった戦略

的なマーケティング・普及事業に本腰を入れ、ホッケーを「する」人のみならず、「みる」人や「ささえる」

人の拡大に取り組むことを目的とする。 

 

現在 Japan Hockey Road to 2030 では JHA が抱える課題や目的を達成するために必要なこ

とを整理し明らかになった 9 つの重点領域ごとに過去 1 年進めている。 

 

 

2. 仕事内容 

Japan Hockey Road to 2030 の中でもこれら 9 つの重点領域のうち、特に③コミュニケーション、

⑤財源、⑥普及部分に横断的に関わってくる、a)Hockey Family データベース構築、b)パートナ

ーパッケージの見直し・新規価値創出という取り組みにおいて、戦略的なデジタルマーケティングプラ

ンの構築及び実施サポート頂きます。 

 

ただし、JHA 全体としてのデジタルマーケティングの取り組みの中でこれらをどのように運用していくかと

いうことも明確にして頂きたいため、JHA 全体のデジタルマーケティング戦略も併せて策定頂ける副

業・兼業人材をこの度募集いたします。 

 

⑧
東京2020
レガシー

⑨ 2030WC
招致・
開催

①強化
育成

②組織

⑦
社会貢献

③コミュ
ニケー
ション

④事業⑥普及

⑤財源

重点領域



＜想定される業務＞ 

下記のような業務をお任せする予定です。 

2022 年 3 月末まで 

- Hockey Family 拡大のためのデジタルメディア戦略の構築 

 

2022 年 4 月以降の業務案（戦略次第で下記内容は再検討いたします） 

- Hockey Family データベースの活用した JHA のデジタルマーケティング活動の戦略構築・ディ

レクション・実行 

- プロモーション戦略の企画・実行 

- メディアと連動した SNS・Web 広告等での PR 

- 事業戦略・マーケティング担当や外部の制作会社など社内外との連携 

 

※なお、現在 JHA にて運用するデジタルプラットフォームは下記が挙げられますが、戦略の方向性

次第では拡大・縮小することも検討することと致します。その点についても戦略構築頂く際にご検討く

ださい。 

- JHA ホームページ 

- Facebook: JHA（協会アカウント）, Hockey Japan（日本代表アカウント） 

- Twitter: JHA, Hockey Japan 

- Instagram: JHA 

 

3. 求める人材像・応募資格 

【必須(MUST)】 

- 社会人経験 10 年以上（内 5 年以上デジタルマーケティング分野での経験であることが望

ましい） 

- デジタルマーケティング戦略構築・実行支援の経験および、これらにおいて高い実績を残され

た方 

- ロジカルかつ柔軟でクリエイティブな発想ができる方 

- ゼロベースで新しいことを考えることが好きな方 

- スピード感と行動力を持って自発的に PDCA を回すマネジメント能力のある方 

- プロジェクトマネジメントの経験 

 

【歓迎(WANT)】 

- スポーツ業界でのデジタルマーケティング戦略構築・実行支援の経験 

- 広告代理店や制作会社での何らかの経験をお持ちの方 

- バイタリティにあふれ、何ごとにも熱意をもって挑戦することができる方 

- 良好かつ円滑なコミュニケーション能力があり、社内外のチーム、人を巻き込んだリーダーシッ



プが取れる方 

- ホッケーに打ち込んだ経験のある方 

- ビジネスレベルの英語能力 

- スポーツ界で働きたい方 

 

4. 得られるキャリア価値 

- まだマイナー競技であるホッケーの将来を構築していくプロセスに携われる 

- 東京 2020 大会のレガシーをデジタルマーケティングを通じて伝えることに携われる 

- スポーツ・ホッケーの新たな未来を創り出す仕事に携われる 

- 自主性を持って仕事を行うことができる 

 

5. 勤務地 

原則リモート 

※ただし定期的に日本ホッケー協会事務局（東京都）での打合せ及びオンラインでの会議を行い

ます 

 

6. 労働条件 

- 週 2 日相当の勤務を想定しています。詳細については希望を踏まえながら調整いたします（主

にリモートワーク） 

- 報酬：月額一律 15 万円(税別、交通費・出張費などは実費支払い) 

- 雇用形態：社員雇用ではなく、業務委託契約になります 

- 契約条件：2022 年 1 月から 

- 業務委託期間：まずは 2022 年 1 月から 3 月の 3 か月間を想定しておりますが、契約期間

終了後業務評価をし、年度毎での契約更新を行います 

- なお、ご応募にあたっては必ず現在の勤務先の副業関連規定を順守し、就業前に現勤務先

にて必要とされる申請手続き等はご自身の責任においてご対応いただきますようお願いいたしま

す。 

 

 

  担当：公益社団法人 日本ホッケー協会 採用担当 


